
県西地域大学連携事業について 

１ 目的 

大学が持つ専門的な知見と若者（学生）の視点を活かし、地域と連携して「未病を改善

する」取組みの促進に繋がる事業を展開することで、更なるプロジェクトの推進を図る。 

 

２ 採択事業一覧 

  大学名 事業名 事業内容 今後の展開 

1 

小田

原短

期大

学 

中高年層の未病

改善を目的とし

た食育プログラ

ムの開発と実践

～好ましい食習

慣の定着を促す

食育教材の開発

とその使用～ 

未病改善を目的とした教材（大型スゴロク）を新たに

開発し、健康イベントにおいて好ましい食習慣の定着を

促す食育を展開する。 

 

・８月及び２月に、イトーヨーカドー小田原店のイベン

ト「ハッピーライフフェア」に出展。 

  →スゴロクには計 175名が参加し食育活動を推進。 

・企業との連

携を継続 

・作成した教

材を活用 

2 
東海

大学 

健康を学ぶ学生

が提案する ME－

BYO 改善のため

の科学的根拠に

基づく食の提案

プロジェクト 

ME-BYO改善のために県産品を利用した科学的根拠に基

づく献立開発を行う。また独自開発した実食による栄養

評価を行い、一定基準を満たした献立を用いて住民を対

象に「体験食育講座」を開催する。 

 

・アジを使用したアジのロコモコ丼弁当を小田原百貨店

大雄山店と協力して開発。 

・２月に同店にて食育イベントと試食販売を実施。 

・企業との連

携を継続 

3 

東京

農業

大学 

発酵を活かした

地域住民のやり

がいづくりによ

る未病改善プロ

ジェクト 

「発酵」を暮らしに取り入れることによる未病改善につ

いて講座を実施する。地域住民が主体となり、発酵特産

物の開発等を行うことで、住民のやりがいと生きがいを

醸成する。 

 

・発酵に関する講義、ワークショップを５回実施。 

・地域住民主体で発酵おもてなしメニューを開発。 

・１月に県外からのお客様を招き、上記メニューを提

供。 

・開発したメ

ニューを瀬

戸屋敷で提

供予定 

4 
東海

大学 

農村体験および

地産食体験を通

した社会参加に

よる未病改善事

業 

大井町相和地区の“相和もりあげ協議会”活動に参加

し、教育旅行等の受入れに適した収穫・制作体験等を実

体験する。また学校行事等において制作体験の実演・地

産食の提供等を行い、同地区の活動とその魅力を発信

し、住む人も訪れる人も未病改善につながる取組に貢献

する。 

 

・９月及び 10月にフィールドワークを実施し、農村体

験プランを検討、作成。 

・学校行事で計 535名が実演等に参加。 

・観光モデル

プランの実

践 

 

資料５ 



県西地域大学連携事業 

 

小田原短期大学 中高年層の未病改善を目的とした食育プログラムの開発と実践 

          ～好ましい食習慣の定着を促す食育教材の開発とその使用～ 

 

（イトーヨーカドー小田原店「ハッピーライフフェア」） 

 

 

 

 

 

 

参考（小田原短期大学） 

 

≪大型スゴロクを利用した 

食育活動の様子≫ 

 

 

≪イベント全体の様子≫ 

≪学生が考案した 

「適塩メニュー」試食の様子≫ 

（資料５）参考１ 



県西地域大学連携事業 

 

東海大学健康学部 

健康を学ぶ学生が提案する ME-BYO改善のための科学的根拠に基づく食の提案プロジェクト 

 

（小田原百貨店大雄山店「体験食育講座」） 

 

 

 

 

 

 

参考（東海大学健康学部） 

 

≪学生が考案した 

ロコモコ丼弁当レシピ≫ 

 

≪体験食育講座には 

多くの方が参加≫ 

 

≪学生が自らロコモコ丼弁当を  

小田原百貨店大雄山店で販売≫ 

（資料５）参考２ 



県西地域大学連携事業 

 

東京農業大学 発酵を活かした地域住民のやりがいづくりによる未病改善プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

参考（東京農業大学） 

≪発酵物の特色や健康効果を 

住民達が学習≫ 

≪県外からお客様を招き開発した 

特産物を試食いただくモニター

ツアーを実施≫ 

≪住民が主体となり 

発酵を活かした特産物を開発≫ 

（資料５）参考３ 



県西地域大学連携事業 

 

東海大学観光学部 農村体験および地産食体験を通した社会参加による未病改善事業 

 

 

 

 

 

 

参考（東海大学観光学部） 

 

≪学生たちが農村体験をしながら 

観光プランを提案≫ 

 

≪学校行事では、制作体験の実演で 

大井町相和地区の魅力を発信≫ 

≪農泊体験を通じて学生と受入家庭が課題を共有≫   

 

（資料５）参考４ 


